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７. おわりに 

 

 本研究では，第１に国総研資料 No.4201）に香港港，サン

フランシスコ湾，ドーバー海峡，ジブラルタル海峡を追加

して航行実態を分析し，世界の主要海域の比較を実施した．

その結果，対象とした 12 海域のなかで，全船種の観測隻数

が最大であったのはドーバー海峡であり，全長 200ｍ以上

の大型船の観測隻数が最大であったのはジブラルタル海峡

であった． 

 第２に，特定断面を通過した隻数については領域での航

行実態では得ることができないために新たな比較分析を実

施した．その結果，通過隻数が最大であったのはロッテル

ダム港であり，次いでドーバー海峡，ジブラルタル海峡，

浦賀水道航路，釜山港であった．このような分析により，

浦賀水道航路の通過隻数がドーバー海峡，ジブラルタル海

峡の世界の主要海峡と同程度であることが確認された． 

 第３に，輻輳度評価における幅員と船舶規模の相異とい

う２課題に同時対処した３手法を示して分析を実施した．

この３手法は，それぞれ船舶規模を１次元，２次元，３次

元のどれにより評価するかに対応する．その結果，この手

法に基づいた場合には国内の主要航路の輻輳度がドーバー

海峡，ジブラルタル海峡よりも大きいことが確認された．

なお，航路が東西あるいは南北に分離されない場合につい

ては，別途に考慮することが必要であると考える． 

 本研究で示したように国内外のＡＩＳデータを取得する

とともに NILIM-AIS により解析することで，これまでにな

い結果を得られることが明らかになった． 

 今後も引き続き，より精度の高いＡＩＳデータの取得に

努めるとともに，あらたな分析の可能性について検討する

ことが必要であると考える． 

(2008 年９月１日受付) 
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